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2 ) )
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and apple.fions



Section 7 : 1にン でスキーム H (n 、
2 )

n E Zzo を 杁

Section 7 . 1 : On K (なが
記号 :

On : n 次 対称群
i、

10:31 、
int → 1 1

,

. .

.
ひ41 全単射 と

したが= Ka × - ×弘 (直鱜 )

言い



Drop 7.1.1

各 SE On
,

a = ( a .
.

. . an ) 「 が

について Ga : = ( Q。、 、 、 、

ー ー

、 Goin ) )

E とz )"

と おく
、

この とき

の → Ant が

J 1→ ( a ↳ oa )

は 郡部 同型

( 君そ へ の 君で作用 )



Bop 7.1.2 集合 の x せにが に

次の 2項演算
"

・

"

を 考える と 群 に なる
。

(o . a ) ・ ( t , b ) i = (ooi.at ob )

|
の TE Tin

a.be が )

単位元 は ( id
,
o )

( o
.

a ) の 逆 え は しょ ! a)

この 群 を 単に
の K (なが と 青く

.

( 半 直 禎郡 )



Section 7 . 2 H (n
,

2 )

G : = の ☒ とが

Mi = 1 ± 1 4
"

と おく
、

Def 7.2.1 :

各 しの a) EG Ink (なが

つ( こ しか
、

・ ・

、
つ(n ) E M = など

について

は、 a ) x : 一 世 が ない
ini , n

E M =なじ

と 定める
、

(
ただし GE を仇 に ついて

( - 1※= {
1 if Gi = [0] 2
- 1 da = いる )



Bop 7.2.2 : 叶 7.2.1 は

G ! = ☒ (なが の

M に は しげ へ の

推移 的 な 作用 を 定める
、

Pf : Check

① し(o
,
a ) ・ ( t.by x = (のa) (せ b) っし )

( T a )だが G.EEM )

② ( id.co ) も こ つし

じっ( EM )
3〇 も

っし 、 Y EM ,

ヨ ( s
、 a ) EG

Set
. ( s

,
a ) x = Y



② は Easy

(○ について

は
、
a )

、
に 、

b ) E G
、

NEM を た ×

( し の a) . に 、
b) ) x

= ( 0T.at 0 b) つ(

こしいがば っし がっ ) i

か、 a) ( に 、 b) っし ) しに 、 b) Dj
= せ がっに5)

これ が ( せいかがっ )

こせが ぶがっにしがり ) i

= (いがは
いっし
ない ) i 生



3○ について

以下 を 示せ ばto- なぜ ?
(レポート )

⑦ もつ( EM ,

ヨ
(s , a) e G st .

L は
、
a) (1 , . . . 1 ) = っし

で
)( c M を fix

各 i = 1 i
'

、
M について

di i = }
(03 if が = 1

[ 1]
z
if a i = - 1

と おく
、

このとま ( id.la 、
、

ーー

、 9い) E G かつ

( id 、 (a.i.at ) ( 1 . . .

.
1 ) = (いが ) i

こ しつ( i ) i = x
回



Def 7.2.3 :

Hagennous G - set M
II "

仕パ
の地にか

を H (n .

2) と 青く
.

( Hammy Scheme
と 呼ば れる もの の)一 種


